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梁材に LVLを用いた床水平構面の面内せん断試験 
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１.はじめに 

近年，国内の木材需要の増加を目的として建築分野に

おける木材利用が積極的に進められている。最も一般的

に用いられる製材は，材料特性のばらつきが大きい，品

質が安定しないといった課題を有している。一方で，こ

うした欠点を克服し，任意の寸法での計画的な生産が可

能である，といった長所から，LVL や集成材などのエン

ジニアリングウッドが構造材料として広く用いられてい

る。 

本報では，梁材に LVL および集成材を用いた床水平構

面の面内せん断試験を行い，梁材の違いが床の構造性能

にどのような影響を及ぼすのか比較，検討を行う。 

２.試験体 

試験体は，図１に示すように幅 1820mm×高さ 2730mm

であり，大梁，小梁に構造用集成材もしくは LVL を用い

たものをそれぞれ 3 体ずつ製作した。大梁，小梁は

105mm×150mm，受材は 60mm×60mm のものを採用した。 

３.試験方法 

試験は，文献 1)の「面材張り床水平構面の面内せん断

試験」（柱脚固定式）に準拠して実施した。加力側大梁の

水平方向変位を試験体高で除して得られるみかけのせん

断 変 形 角 を 用 い ， 目 標 変 形 角 を

1/450,1/300,1/200,1/150,1/100,1/75,1/50,1/30(rad)として正負

交番繰り返し載荷を行った。各目標変形角で 1 回ずつ繰り

返し，最後は負側に 1/15(rad)まで加力して実験を終了した。

載荷は加力側大梁端部に冶具を用いて取り付けた油圧ジ

ャッキで水平方向に手動により行った。なお，加力側大

梁については，二台の振れ止め装置を設置して試験体の

面外方向への変形を抑制した。 

 

 

図１ 試験装置への試験体設置方法 

４.試験結果と考察 

図２に-1/15(rad)の時の面材の浮き上がりの様子を示す。

梁材に集成材を用いた場合，試験体の変形が大きくなる

と面材を固定する釘の引き抜けが生じ，面材が浮き上が

った。一方で，梁材に LVL を用いた場合には，すべての

試験体で釘のパンチングアウトが生じ，面材が浮き上が

った。集成材と比較して LVL の方が釘を拘束する力が大

きいため，面材の変形に追従して釘が引き抜けるのでは

なく，梁材への拘束力が勝り面材に釘が埋め込まれるよ

うにして面材が浮き上がり，パンチングアウトが生じた

ものと考えられる。こうした結果が試験体の耐力に大き

な寄与をし，降伏後の耐力低下を抑えているものと推察

される。 

図３に-1/15(rad)の時の軸材相互のめり込みの様子を示

す。面材の厚さが 24mm の場合では，厚さ 28mm の場合と

比較して，接合部における軸材相互のめり込み，浮きが

大きい結果となった。面材が薄くなり，面材を固定する

釘のせん断抵抗力が小さくなったことにより，面材のせ

ん断抵抗に対してよりも軸材の曲げ抵抗が相対的に大き

くなったため，軸材の脚部へのめり込み，浮きが大きく

なったと考えられる。なお，図中に示す試験体名称の頭

文字の G は集成材，L は LVL を梁材に使用したものであ

ることを表し，24,28は面材の厚さ(mm)，-後の番号は試験

体番号を示す。 

 

  

(a)G28-02                (b)L28-02 

図２ 面材の浮き(-1/15(rad)時) 
 

 

  

(a)G24-01                (b)G28-01 

図３ 軸材のめり込み (-1/15(rad)時) 
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表１ 各試験体の短期基準せん断耐力と床倍率（集成材） 

 

 

表２ 各試験体の短期基準せん断耐力と床倍率（LVL） 

 

 

 

 実験結果から得られる床倍率を表１及び表２に示す。

床倍率の算定は文献 1)に従い，実験により得られた負側

載荷時包絡線を元に行った。 

 短期基準耐力P0は(1.a)式から(1.d)式までに掲げる耐力に

ついて，それぞれの試験結果の平均値にばらつき係数を

乗じて算出した値の最小値とする。 

短期基準耐力 P0 

                   = min

{
 
 

 
 降伏耐力 𝑃𝑦

 終局耐力 𝑃𝑢 × 0.2√2𝜇 − 1 

最大耐力 𝑃𝑚𝑎𝑥 ×
2

3

特定変形角時
※
の耐力 𝑃𝑅 }

 
 

 
 

       …(1.a-d) 

また，短期許容せん断耐力 Pa は短期基準耐力 P0 にばらつ

き係数を乗じて算定される。ばらつき係数は耐久性，使

用環境，施工性の影響などを勘案して定める低減係数で

あり，本報では 1.00 とする。最終的に床倍率は次式で算

定される。 

  床倍率 =
𝑃𝑎

1.82 × 1.96(kN/m)
 

 

５.まとめ 

本報では、梁材に集成材及びLVLを用いた床水平構面の

面内せん断試験の結果について報告した。得られた主要

な知見は以下のように要約される。 

 床倍率は、梁材に集成材を用いた場合と比較して、LVL

を用いた場合の方が面材の板厚24mmで33％、28mmで

28％高い結果となった。 

 梁材に集成材を用いた場合には、板厚28mmの場合に耐

力が最大値の80%まで低下したケースが存在したが、梁

材にLVLを用いた場合にはすべての試験体で実験終了ま

で大きな耐力低下が見られなかった。 

 梁材に集成材を用いた場合には試験体の変形が大きくな

ると面材を固定する釘の引き抜けが生じ、面材が浮き上

がった。 

 一方で、梁材にLVLを用いた場合には釘のパンチングア

ウトにより面材の浮きが生じた。集成材と比較してLVL

の方が釘を拘束する力が大きいため、釘自体の引き抜け

が抑制されたものであると考えられる。 

 釘を拘束する力が集成材に比べてLVLの方が大きいこと

から、特に変形が進んだ段階において梁材にLVLを用い

た場合の試験体では剛性低下が小さくなるものと推察さ

れる。 
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